
【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】
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町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　5 月 5 日に、あつかし歴史館で「大木戸歴史む
らづくりの会×あつかし歴史館～遊びと学びの
ミュージアム～『こいのぼりと手作りワークショッ
プ』」を開催し、約 200 人が来場しました。
　午前中はあいにくの雨や曇り空でしたが、昼頃
には青空が広がり、地域の方々から提供いただい
た約 80 本のこいのぼりが大木戸の空を泳ぐ中、
子どもたちは元気いっぱいに校庭を駆け回ってい
ました。

　来場した子どもたちは、厄
やく

除
よ

けや子どもの成長
を願うしょうぶ湯の足湯や、笹巻（ちまき）作り、
新聞紙での兜

かぶと

作りなど、端午の節句にちなんだ行
事を体験しました。

　国見町郷土史研究会（中村洋平会長）が、会報「郷
土の研究」第 48 号を発行しました。

◀
こ
い
の
ぼ
り
の
下
で

　

チ
ャ
ン
バ
ラ
阿
津
賀
志
合
戦
！
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　歴まちインフォメーション 

阿津賀志山防塁
歴史公園整備事業説明会

～後世に伝えたい阿津賀志山防塁～
◆日時　6 月 16 日土　午後 1 時 30 分から

◆会場　国見東部高齢者活性化センター
　　　　（西大枝字王壇前 16-1）
◆内容　①整備事業に係るこれまでの経緯・
　　　　　取り組みについて

　　　　②阿津賀志山防塁整備基本計画・
　　　　　下二重堀地区計画（案）について

　　　　③現地ワークショップ
　　　　　※公用車にて下二重堀地区に案内します
　　　　　　動きやすい服装でお越しください

日  時

場  所

内  容

「
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
30

余
年
を
振
り
返
る

と
、〝
心
残
り
〟
に
思
う
部
分

が
大
き
い
で
す
。
自
分
で
は
精

一
杯
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で

も
、
い
ざ
、
自
分
が
お
世
話
を

し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、『
何
か
や
り
残
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
は
』、『
私
は
こ

の
方
の
望
み
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
な
』
と
…
」。
斎

藤
さ
ん
は
、
無
我
夢
中
で
駆
け

抜
け
た
32
年
間
を
謙
虚
に
振
り

返
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
斎
藤
さ
ん
に
と
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
出
来
事
も
。

「
認
知
症
を
患

わ
ず
ら

っ
て
い
た
方
が
家

に
帰
れ
な
く
な
っ
て
警
察
に
保

護
さ
れ
た
と
き
、
私
の
自
宅
に

『
迎
え
に
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
』
と
連
絡
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

自
分
の
家
は
思
い
出
せ
な
く
て

も
、
私
の
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
覚

え
て
て
く
れ
た
ん
だ
な
と
」。　

自
身
の
苦
労
よ
り
も
、
自
分
を

頼
り
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
う

れ
し
そ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
は
、『
み
ん
な
で

支
え
合
っ
て
い
き
た
い
』
と
い

う
思
い
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
に
何

度
も
足
を
運
び
、「
お
変
わ
り

な
い
で
す
か
」
と
声
を
か
け
な

が
ら
、
地
道
に
信
頼
関
係
を
築

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
も
近

く
で
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
が

聞
こ
え
る
と
、
夜
中
で
も
す
ぐ

に
駆
け
つ
け
る
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
多

く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

か
ら
、
今
日
ま
で
活
動
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝

あ
る
の
み
で
す
」
と
語
る
と
、

「
気
が
付
け
ば
私
も
高
齢
者
。

今
後
は
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

け
た
ら
」
と
、
優
し
く
ほ
ほ
笑

み
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
の
斎
藤
洋
子
さ
ん
が
、
平
成
30
年
春
の
叙

勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受

け
て
以
来
、
32
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
地
区
の
高
齢
者
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
を
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　笹巻は、この地域の家庭でよく作られる三角形
の形で、もち米を蒸し、きな粉をつけてみんなで
いただきました。
　そのほかにも、「国見石のピザ窯」を使用した手

あつかし歴史館で今年もこどもの日イベント開催！

～こいのぼりと手作りワークショップ～

▲『はにわ』作りは難しい！

瑞宝単光章
民生児童委員

斎藤　洋子さん　（山崎）

地域を見守り続けて 30 年

春
の
叙
勲

平
成
30
年

作りピザのトッピング体験や、古墳時代と同じ作
り方で、粘土で『はにわ』を作る体験など、さま
ざまなワークショップを楽しみました。

▲足湯でリラックス♪

▲笹巻づくりに挑戦！

国見町郷土史研究会
会報を発行

～国見往来の著名人を特集～

多くの方に歴史を体感していただくため、下二重堀
地区を歴史公園として整備します。町の歴史観光
と周遊づくりについて、一緒に考えてみませんか？

　今号では、国見峠や
小坂峠を往来したとさ
れる奈良時代から現代
までの著名人 35 人を特
集しており、坂之上田
村麻呂や源義経、松尾
芭蕉らの往来した理由
や作品を、史料などに
基づき紹介しています。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
10
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
5
月
11
日
、
埼
玉
県
川
越
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

に
意
欲
的
に
取
り
組
む

全
国
8
都
市
の
首
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
、
東
北
地
方
か
ら

は
国
見
町
が
選
出
。
太

田
久
雄
町
長
は
、「〝
復

興
〟
は
震
災
前
に
た
だ

戻
す
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
〝
再
生
ま
ち
づ

く
り
〟。
町
の
活
性
化

に
は
、町
民
が
〝
誇
り
〟

を
取
り
戻
す
こ
と
が
不

可
欠
で
、
郷
土
の
歴
史

こ
そ
が
誇
り
の
醸
成
に

つ
な
が
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。

【歴史まちづくり法 10 周年記念シンポジウム】

国見町の歴史まちづくりを全国へ発信
【東北歴史まちづくりサミット in 多賀城】

東
北
歴
史
ま
ち
づ

く
り
サ
ミ
ッ
ト

in
多
賀
城
が
5
月
17

日
、
宮
城
県
多
賀
城
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
公

民
連
携
に
よ
る
歴
史
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
福
島

県
か
ら
は
太
田
久
雄
町

長
は
じ
め
鈴
木
和
夫
白

河
市
長
、
髙
橋
宣
博
桑

折
町
長
が
参
加
。
太
田

町
長
は
、
歴
史
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
地
域
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を

紹
介
し
、「
歴
史
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
」
と
期
待
を
述
べ

ま
し
た
。

▲参加者全員で共同宣言

▼町の取り組みを紹介する太田町長

　 今年で 2 年目と
な る 当 イ ベ ン ト。
今年もかつての学
び舎に、たくさん
の子どもたちの笑
顔が集いました。

申込み不要 !
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